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Basic Research on Student’ Use of “Manga”,  
“Animation Movies”, “Books”: Part 3
Nobuo Koike
　　This research presents the third report after the previous ones （Koike, 2014, 2016）.  In 
this research, I focus on students who like “reading manga,” “watching animation movies,” and 
“reading books,” and pick up titles of “manga, animation movies, and books,” then investigate 
the trend.  Looking at the results, the mean value on “like reading manga” was 3.83, “like 
watching animation movies” was 3.58, and “like reading books” was 3.13, which was similar 
to previous reports.  I divided the students into groups of “like reading manga,” “like watching 
animation,” “like reading books” and “dislike” based on the questionnaire, and I examined each 
of the mean value and the average reaction number of articles.  I found that the students in 
the group, who “like reading manga” like to watch animation, the students in the group, who 
“like watching animation” like to read manga, and the students in the group, who “like reading 
books” are like to read manga and to watch animation.  These were similar results to previous 
reports.
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１．はじめに
　「マンガ」や「アニメ」の流行・隆盛により、
若者たちの「活字離れ」が言われ始めてかなり経
つ。実際に出版業界の報告でも、活字本の発行は
減少してきているが、「マンガ」はかなりの雑誌
数が発行されている。また、「アニメーション作
品（今後「アニメ」とする）」も、映画やテレビ
において多くの作品が上映・放映されている。
「このマンガがすごい」という本は、2007年に出
版され、現在 2017年版が出版されている。これ
はその年に話題となったマンガをオトコ編とオン
ナ編に分けてランキングしている。一連の調査を
始めた 2013年版から 2017年版までの上位 5位ま
でのランキングを見てみると次のようになってい
る。2013年版のオトコ編が「1．テラフォーマー
ズ」「2．ハイスコアガール」「3．人間仮免中」「4．
ハイキュー」「5．銀の匙 Silver Spoon」で、オン
ナ編が「1．俺物語」「2．式の前日」「3．きょう
は会社休みます」「4．ひばりの朝」「5．かくかく
しかじか」であった。2014年版のオトコ編が「1．
暗殺教室」「2．坂本ですが？」「3．亜人」「4．重
Abstract
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版出来！」「5．七つの大罪」で、オンナ編が「1．
さよならソルシエ」「2．ときめきトゥナイト 真
壁俊の事情」「3．月影ベイベ」「4．日々蝶々」「5．
かくかくしかじか」であった。2015年版のオト
コ編が「1．聲の形」「2．魔法使いの嫁」「3．子
供はわかってあげない」「4．いちえふ」「5．あれ
よ星屑」で、オンナ編が「1．ちーちゃんはちょっ
と足りない」「2．東京タラレバ娘」「3．ベルサイ
ユのばら」「4．私がもててどうすんだ」「5．月刊
少女野崎くん」であった。2016年版のオトコ編
が「1．ダンジョン飯」「2．ゴールデンカムイ」「3．
黒博物館 ゴーストアンドレディ」「4．恋は雨上
がりのように」「5．僕のヒーローアカデミア」で、
オンナ編が「1．ヲタクに恋は難しい」「2．東京
タラレバ娘」「3．町田くんの世界」「4．塩田先生
と雨井ちゃん」「5．宇宙を駆けるよだか」であっ
た。2017年版のオトコ編が「1．中間管理録トネ
ガワ」「2．私の少年」「3．ファイアパンチ」「4．
パンティストッキングのような空の下」「5．ゴー
ルデンゴールド」で、オンナ編が「1．金の国　
水の国」「2．春の呪い」「3．さびしすぎてレズ風
俗に行きましたレポ」「4．深夜のダメ恋図鑑」「5．
椿町ロンリープラネット」であった。毎年のよう
に話題となる作品が異なっていることは、それだ
け作品が創り出されているということであり、そ
れが出版されていて、読まれているということで
ある。これだけ世の中に、「マンガ」が溢れてい
れば、見ないという選択は難しいことかもしれな
い。
　「アニメ」ついては、「このマンガがすごい」で
挙げた 50作品のうち、アニメ化・映像化された
ものやされる計画のあるものを見ると傾向が見え
るであろう。13年版では「テラフォーマーズ」
「ハイキュー」「銀の匙」「俺物語」「きょうは会社
休みます」が、14年版では「暗殺教室」「亜人」
「重版出来」「七つの大罪」「ときめきトゥナイト」
が、15年版では「聲の形」「ベルサイユのばら」
「月刊少女野崎くん」が、16年版では「ぼくのヒー
ローアカデミア」「東京タラレバ娘」がアニメ化・
映像化されている。さらに小説のアニメ化も行わ
れ、そのコミカライズによって「マンガ」として
の作品もできている。それを象徴する今年の例は
「君の名は」であろう。「アニメ」も「マンガ」も
主として視覚情報が中心であるが、「マンガ」が
静止画であるのに対して、「アニメ」は動画であ
る点で読み手に大きな影響を与えていると思われ
る。これが今日の教育場面で多く取り入れられて
いる要因であろう。
　「活字離れ」は、若者たちだけでなく全ての人
たちに起こっていると思われる。前述した「マン
ガ」の出版量と作品量、「アニメ」の作品量など
に加えて、スマートフォンやタブレットなどの電
子機器の発達により、さらに助長されてきている
ように思われる。しかし、本として持っていなく
とも、電子媒体によって所持することもできるわ
けであるから、単なる活字離れとは言えないかも
しれない。電子機器の使用方法についても考えて
いく必要があるかもしれない。
　若者が実際に、「マンガ」「アニメ」「活字本」
に対して、どのような態度を示しているのかを
2013年より調査を行ってきた。2013年の調査（小
池、2014）では、大学生・短大生に「マンガ」「ア
ニメ」「活字本」のそれぞれについて「読む（見る）
のが好きか」「好きな作品があるか」「好きな作家
がいるか」「好きな単行本があるか」「好きな雑誌
があるか」「雑誌を毎週読んでいるか」「活字本を
月に 1冊以上読むか」を 5段階で評定（1：全く
当てはまらない～5：とても当てはまる）するよ
う求め、さらに「過去 3年間で読んだものの題名
を 3つあげてください」と尋ねた。その結果、「マ
ンガを読むのが好き」の平均評定（SD）は 3.77
（1.29）、「アニメを見るのが好き」の平均評定
（SD）は 3.35（1.32）、「活字本を読むのが好き」
の平均評定（SD）は 2.91（1.32）であった。大学・
短大の学生は、「マンガを読む」のも「アニメを
見る」のもどちらかと言えば好きであると認識し
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ているが、「活字本を読む」のは好き嫌いのどち
らでもないと認識していると思われた。挙げられ
た作品についても、「マンガ」では総反応数が
1,410個、総作品数が 330件であり、「アニメ」で
は総反応数が 1,420個、総作品数が 266件であり、
「活字本」では総反応数が 984個、総作品数が
551件であった。「マンガ」と「アニメ」の作品
数に 60件ほど差があったが、総反応数は 1,410
件と 1,420件とほぼ同じであること、「活字本」
の総反応数が 400個ほど少ないことから、「マン
ガを読む」ことが好きであり、「アニメを見ること」
が好きであり、「活字本」を読むことは好きでも
嫌いでもないことを示していると考えた。これら
の調査を数年間の継続調査が必要であることも述
べていた。2015年の調査（小池、2016）では、
2013年と同様に大学・短大の学生が「マンガを
読むこと」「アニメを見ること」「活字本を読むこ
と」をどれだけ好んでいると認識しているのかに
ついて調査して、2013年度との比較をしてみた。
その結果は「マンガを読むのが好き」の平均評定
（SD）は 3.93（1.22）、「アニメを見るのが好き」
の平均評定（SD）は 3.41（1.32）、「活字本を読
むのが好き」の平均評定（SD）は 3.03（1.35）
であった。これは 2013年の結果よりも平均ポイ
ントは多少高くなっているが、ほぼ同じ傾向を示
していた。つまり、大学・短大の学生は、「マン
ガを読む」のも「アニメを見る」のもどちらかと
言えば好きであると認識しているが、「活字本を
読む」のはどちらとも言えないと認識していると
思われた。挙げられた作品についても、「マンガ」
では総反応数が 3,413個、総作品数が 612件であ
り、「アニメ」では総反応数が 3,181個、総作品
数が 432件であり、「活字本」では総反応数が
1,831個、総作品数が 911件であった。2015年の
調査は、2014年と 2015年の 2年分であるため、
総反応数と総作品数が 2013年に比べて倍近くに
なっている。「マンガ」と「アニメ」の総反応数
は 3,000個を超えているので、ほぼ 1人あたり約
3個の作品名を出していることになる。「活字本」
の総反応数は、1,800個程度であり、1人あたり 1.6
個と「マンガ」「アニメ」の半分程度となっている。
このことからも「マンガを読むこと」「アニメを
見ること」が好きであり、「活字本を読むこと」
はそれほど好きではないことがわかった。また、
総作品数の結果から、「マンガ」も「アニメ」も
ある作品に集中する傾向が見られるけれども、
「活字本」の方は興味が分散していることがわかっ
た。
　今回は、調査 4年目で、「マンガ」「アニメ」と
「活字本」の関係性についての基礎データ収集お
よび学生の活字離れの実情を把握することを目的
として行った。
２．方　　法
1）調査対象者：調査は、2016年の 4月に T大学
と I短期大学で行われた。対象学生は、600名
（男性 172名、女性 428名）であった。平均年
齢は 18.74歳（SD＝0.89）、男子の平均年齢は
18.86歳（SD＝1.03）、女子の平均年齢は 18.69
歳（SD＝0.82）であった。
2）手続き：過去 2回の調査（小池、2014、2016）
と同様に以下の手続きで行った。
　第 1部では、以下のような質問を基本として、
「マンガ・アニメ・活字本」について尋ねた。
　1　読む（見る）のが好きである。
　2　好きな作品がある。
　3　好きな作家がいる。
　4　好きな 1冊ものがある。
　5　好きな雑誌がある。
　6　毎週読んでいる（見ている）。
質問はそれぞれについて 6つずつ、全部で以下の
通りの 18問となる。
　質問①マンガを読むのが好きである。
　質問②好きなマンガの作品がある。
　質問③好きなマンガの作家がいる。
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　質問④好きなマンガ本（単行本）がある。
　質問⑤好きなマンガ雑誌がある。
　質問⑥マンガ雑誌を毎週読んでいる。
　質問⑦アニメを見るのが好きである。
　質問⑧好きなアニメの作品がある。
　質問⑨好きなアニメの作家がいる。
　質問⑩好きなアニメ本（単行本）がある。
　質問⑪好きなアニメ雑誌がある。
　質問⑫アニメ雑誌を毎週読んでいる。
　質問⑬活字本を読むのが好きである。
　質問⑭好きな活字本の作品がある。
　質問⑮好きな活字本の作者がいる。
　質問⑯好きな活字本雑誌がある。
　質問⑰活字本雑誌を毎週読んでいる。
　質問⑱活字本を月に 1冊以上読む。
これらの質問に、自分自身がどれだけあてはまる
かを「1：まったくあてはまらない」「2：あまり
あてはまらない」「3：どちらともいえない」「4：
かなりあてはまる」「5：とてもあてはまる」の 5
段階で評定をしてもらった。
　第 2部は、「マンガ・アニメ・活字本」それぞ
れについて、「過去 3年間で読んだものの題名と
作者を 5つあげてください」として、作品名と作
者を書いてもらった。
　調査は、それぞれの大学・短期大学において、
4月の第 1回目の授業時に行った。
３．結果と考察
　第 1部のアンケート調査の評定結果は、表 1の
ようになった。
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表１　質問項目ごとの全体・男女別の平均と標準偏差（SD）
全体 男性 女性
M SD N M SD N M SD N
マンガ
Q1 3.83 1.29 600 4.16 1.12 172 3.70 1.33 428
Q2 3.83 1.41 600 4.31 1.08 172 3.63 1.48 428
Q3 2.89 1.51 600 3.16 1.44 172 2.78 1.53 428
Q4 3.58 1.54 600 4.16 1.20 172 3.35 1.59 428
Q5 2.44 1.47 600 3.10 1.50 172 2.18 1.37 428
Q6 1.83 1.36 600 2.49 1.66 172 1.56 1.12 428
アニメ
Q7 3.58 1.30 600 3.92 1.14 172 3.45 1.34 428
Q8 3.73 1.39 600 3.98 1.21 172 3.63 1.44 428
Q9 2.41 1.38 600 2.55 1.37 172 2.35 1.38 428
Q10 2.29 1.46 600 2.67 1.48 172 2.13 1.43 428
Q11 1.67 1.12 600 1.86 1.19 172 1.60 1.08 428
Q12 1.40 0.89 600 1.57 1.04 172 1.32 0.82 428
活字本
Q13 3.13 1.38 600 3.33 1.35 172 3.05 1.38 428
Q14 3.10 1.54 600 3.27 1.49 172 3.03 1.55 428
Q15 2.81 1.54 600 2.98 1.49 172 2.74 1.55 428
Q16 1.61 0.98 600 1.66 1.00 172 1.59 0.97 428
Q17 1.34 0.79 600 1.41 0.83 172 1.31 0.78 428
Q18 2.18 1.37 600 2.38 1.41 172 2.10 1.34 428
年　齢 18.74 0.89 600 18.86 1.03 172 18.69 0.82 428
　各質問項目の平均評定ポイントついて、全体で
見てみた。
　「マンガ」については、①「マンガを読むのが
好きだ」は 3.83、②「好きなマンガの作品がある」
は 3.83、③「好きなマンガの作家がいる」は 2.89、
④「好きなマンガ本（単行本）がある」は 3.58、
⑤「好きなマンガ雑誌がある」は 2.44、⑥「マン
ガ雑誌を毎週読んでいる」は 1.83であった。「好
き」という評価と考えられる 3ポイントより高い
評価をされているのは、①「読むのが好きだ」、
②「好きな作品がある」④「好きなマンガ本（単
行本）がある」の 3つであった。これらのことは、
大学・短大の学生が「マンガを読むのが好きであ
り、好きな作品があり、好きなマンガの単行本が
ある」ことを示している。さらに「好きな作品や
マンガ本はあるけれども、その作家が好きだとい
うことではなく、その作品が好きなのだ」と言う
こと、「マンガを読むのは好きであるが、雑誌を
毎週購入して読むほどではない」ことを示してい
ると思われる。また最近では、スマートフォンの
アプリケーションとして、マンガの配信が行われ
ているので、それで読んでいるのかもしれない。
これは今後の調査対象として考えなければならな
いと思われる。
　「アニメ」については、⑦「アニメを見るのが
好きである」は 3.58、⑧「好きなアニメの作品が
ある」は 3.73、⑨「好きなアニメの作家がいる」
は 2.41、⑩「好きなアニメ本（単行本）がある」
は 2.29、⑪「好きなアニメ雑誌がある」は 1.67、
⑫「アニメ雑誌を毎週読んでいる」は 1.40であっ
た。3ポイントより高い評価は、⑦「アニメを見
るのが好きである」と⑧「好きなアニメの作品が
ある」の 2つであった。このことは、大学・短大
の学生が「アニメを見るのが好きであり、好きな
作品がある」ことを示している。「アニメ」にお
いても「マンガ」と同様に、「アニメを見るのは
好きだし、好きな作品はあるけれども、その作家
やアニメ単行本ではなく、その作品をアニメー
ションとして見るのが好きであること」を示して
いると思われる。「アニメ」に関する雑誌につい
ては、それほど興味や関心がないと推測される。
　「活字本」については、⑬「活字本を読むのが
好きである」は 3.13、⑭「好きな活字本の作品が
ある」は 3.10、⑮「好きな活字本の作者がいる」
は 2.81、⑯「好きな活字本雑誌がある」は 1.61、
⑰「活字本雑誌を毎週読んでいる」は 1.34、⑱「活
字本を月に 1冊以上読む」は 2.18であった。3ポ
イントより高い評価は、⑬「活字本を読むのが好
きである」と⑭「好きな活字本の作品がある」の
2つであった。このことは、大学・短大の学生が
「かつ本を読むのがどちらかと言えば好きであり、
好きな作品がある」ことを示している。さらに「好
きな作家はどちらかと言えばいなくて、好きな活
字雑誌はないから、毎週読むこともない」「月に
1冊のペースで活字本を読むこともあまりない」
と推測される。
　以上のことから、大学・短大の学生は、「マン
ガを読むこと」「アニメを見ること」は好きであ
り、「好きな作品がある」ことがわかった。活字
本に対しても「マンガ」「アニメ」と同じではな
いが「どちらかと言えば好きであること、好きな
作品がある」ことがわかった。しかし、「マンガ」
「アニメ」「活字本」に関する雑誌を毎週読んでい
るかというとそうでもないことがわかった。これ
らのことをまとめてみると、大学・短大の学生は、
「マンガを読むこと」「アニメを見ること」「活字
本を読むこと」のいずれも「好き」であり、「好
きな作品がある」ものの、「習慣的に見たり読ん
だりすることは少ない」ということが言えそうで
ある。
　次に、男女別で見てみると、女性の場合では、
「マンガ」については、①「マンガを読むのが好
きだ」が 3.70、②「好きなマンガの作品がある」
が 3.63、③「好きなマンガの作家がいる」が 2.78、
④「好きなマンガ本（単行本）がある」が 3.35、
⑤「好きなマンガ雑誌がある」が 2.18、⑥「マン
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ガ雑誌を毎週読んでいる」が 1.56であった。3ポ
イントより高い評価は、①「マンガを読むのが好
きだ」、②「好きなマンガの作品がある」と④「好
きなマンガ本（単行本）がある」の 3つであった。
質問の③、⑤、⑥のポイントも全体の評価よりも
低いがほぼ同様の結果となっていたので、全体の
結果と同じことが言えるであろう。つまり「マン
ガを読むのが好きで好きな作品があるが、その作
家ではなく、その作品が好きであることと毎週欠
かさず読むことは少ない」ということである。
　「アニメ」については、⑦「アニメを見るのが
好きである」が 3.45、⑧「好きなアニメの作品が
ある」が 3.63、⑨「好きなアニメの作家がいる」
が 2.35、⑩「好きなアニメ本（単行本）がある」
が 2.13、⑪「好きなアニメ雑誌がある」が 1.60、
⑫「アニメ雑誌を毎週読んでいる」が 1.32であっ
た。3ポイントより高い評価は、⑦「アニメを見
るのが好きである」と⑧「好きなアニメの作品が
ある」の 2つであった。この結果とその他の質問
の評価結果も「マンガ」と同様の結果である。つ
まり「アニメを見るのは好きだし、好きな作品は
あるけれども、その作家やアニメ単行本ではなく、
その作品をアニメーションとして見るのが好きで
あること」を示しており、「アニメ」に関する雑
誌については、それほど興味や関心がないと言え
るであろう。
　「活字本」についての質問を見ると、⑬「活字
本を読むのが好きである」が 3.05、⑭「好きな活
字本の作品がある」が 3.03、⑮「好きな活字本の
作者がいる」2.74、⑯「好きな活字本雑誌がある」
が1.59、⑰「活字本雑誌を毎週読んでいる」が1.31、
⑱「活字本を月に 1冊以上読む」が 2.10であった。
3ポイントより高い評価は、⑬「活字本を読むの
が好きである」と⑭「好きな活字本の作品がある」
の 2つであった。評価ポイントは 3.05と 3.03で
ほとんど 3ポイントと変わらないため、「好き」
というよりも「どちらかと言えば好き」と考えた
方がよいかもしれない。そして、この結果と他の
質問の評価結果も「マンガ」「アニメ」と同様に
全体の結果と同じである。つまり「活字本を読む
ことはどちらかと言うと好きであり、どちらかと
言うと好きな作品もあるが、好きな作者がいるわ
けではない」、「好きな活字雑誌はないから、毎週
読むことはなく、月に 1冊のペースで読むことも
あまりない」ということが言える。
　以上のことから、全体の結果から考えられるも
のとほとんど同じことが女子大学生・女子短大生
について言えるであろう。
　男性の場合を見てみると、「マンガ」については、
①「マンガを読むのが好きだ」が 4.16、②「好き
なマンガの作品がある」が 4.31、③「好きなマン
ガの作家がいる」が 3.16、④「好きなマンガ本（単
行本）がある」が 4.16、⑤「好きなマンガ雑誌が
ある」が 3.10、⑥「マンガ雑誌を毎週読んでいる」
2.49であった。3ポイントより高い評価は、①「読
むのが好きだ」、②「好きな作品がある」、③「好
きなマンガの作家がいる」、④「好きな本（単行本）
がある」⑤「好きなマンガ雑誌がある」の 5つで
あった。男性は、全体と女性とは異なり、③と⑤
の質問でも 3ポイントより高い評価をしていた。
この結果は、大学・短大の学生全体と女子学生の
傾向は同様であるが、それに③と⑤内容が加わる
ので、「マンガを読むのが好きで、好きなマンガ
作品があり、好きなマンガ作家がいて、好きなマ
ンガ本（単行本）があり、好きなマンガ雑誌があ
るが、毎週読むことはしていない」という傾向を
示している。「マンガを大好きである」と結論し
てもよいかもしれない。
　「アニメ」については、⑦「アニメを見るのが
好きである」が 3.92、⑧「好きなアニメの作品が
ある」が 3.98、⑨「好きなアニメの作家がいる」
が 2.55、⑩「好きなアニメ本（単行本）がある」
が 2.67、⑪「好きなアニメ雑誌がある」が 1.86、
⑫「アニメ雑誌を毎週読んでいる」が 1.57であっ
た。3ポイントより高い評価は、⑦「アニメを見
るのが好き」と⑧「好きなアニメの作品がある」
―　　―98
の 2つであり、全体および女性と同じ結果であっ
た。つまり「アニメを見るのが好きで、好きな作
品もあるが、その作家やアニメ本ではなく、作品
を見るのが好きなことと、アニメ雑誌にはそれほ
ど関心興味がない」ということである。
　「活字本」については、⑬「活字本を読むのが
好きである」が 3.33、⑭「好きな活字本の作品が
ある」が 3.27、⑮「好きな活字本の作者がいる」
が 2.98、⑯「好きな活字本雑誌がある」が 1.66、
⑰「活字本雑誌を毎週読んでいる」が 1.41、⑱「活
字本を月に 1冊以上読む」が 2.38であった。3ポ
イントより高い評価は、「アニメ」と同様に全体
および女性と同じで、⑬「活字本を読むのが好き
である」と⑭「好きな活字本の作品がある」の 2
つであった。男性のポイントを見ると全ての質問
で全体および女性よりも高い評価ポイントとなっ
ていることから、男子学生は女子学生よりも「活
字本を読むのが好きで好きな作品があるが、好き
な作者がいるわけでもなく、好きな活字雑誌もな
いので毎週読むこともない、また月に 1冊のペー
スで読むことも少ない」と言えるであろう。
　以上のことから、大学生・短大生は男女を問わ
ず、「マンガを読むことが好き」であり、「アニメ
を見ることが好き」でもあり、「活字本を読むこ
とがどちらかと言えば好き」であることがわかる。
そして「マンガ」「アニメ」「活字本」に好きな作
品があることもわかった。「好きな作家がいる」
に関しては、「マンガ」で男子学生だけがどちら
かと言えばそうであると答えていたので、いずれ
においても「好きな作品」はあるけれども、その
作品そのものが好きなのだと考えられる。それぞ
れに関わる雑誌についても、「マンガ」で男子学
生だけがどちらかと言えば好きな雑誌があると答
えていただけで、その他ではあまり興味関心がな
いことがうかがえ、そのことからも毎週読むこと
が少ないのであろう。これらのことから、活字を
読むことはどちらかと言えば好きであるが、雑誌
はあまり読まないことや活字本を月 1冊のペース
で読まないことなどは、活字離れの一端を表現し
ているものと考えられる。
　前回の報告（小池、2016）の結果と比較してみ
ると、「マンガ」に関しては、全体では質問①か
ら⑤で評価ポイントが0.05～0.18ポイント減少し、
質問⑥は 0.04ポイントが増加していた。男性で
は質問②で変化がなく、質問①③④⑤⑥で 0.02～
0.08ポイント減少していた。女性では質問①から
④で 0.08～0.17ポイント減少し、質問⑤と⑥で
0.01、0.09ポイント上昇していた。「アニメ」に
関しては、全体では質問⑦から⑩で 0.07～0.17ポ
イント増加し、質問⑪と⑫で 0.04、0.03ポイント
減少しいた。男性では質問⑦⑧⑪⑫で 0.11～0.35
ポイント減少し、質問⑨⑩で 0.06、0.14ポイント
上昇していた。女性では全ての質問で 0.02～0.15
ポイント上昇していた。「活字本」に関しては、
全体では質問⑬⑭⑮⑱で 0.04～0.16ポイント上昇
し、質問⑯⑰で 0.02、0.05ポイント減少していた。
男性では全ての質問で 0.02～0.25ポイント減少し
ていた。女性は男性と反対に全ての質問で 0.01～
0.20ポイント上昇していた。
　前々回の報告（小池、2014）の結果と比較して
みると、「マンガ」に関しては、全体では質問①
③⑤⑥で評価ポイントが 0.03～0.07上昇し、質問
②④で 0.02、0.06減少していた。男性では全ての
質問で 0.06～0.15ポイント上昇していた。女性で
は質問①⑤⑥で 0.01～0.04ポイント上昇し、質問
②③④で 0.02～0.10ポイント減少していた。「ア
ニメ」に関して、全体では全ての質問で 0.01～0.31
ポイント上昇していた。男性でも全ての質問で
0.09～0.53ポイント上昇していた。女性も質問⑫
を除いて 0.06～0.27ポイント上昇し、質問⑥で
0.03ポイント減少していた。「活字本」に関して、
全体では質問⑰を除いて 0.01～0.22ポイント上昇
し、質問⑰で 0.01ポイント減少していた。男性
では質問⑬⑭⑮⑱で 0.09～0.30ポイント上昇し、
質問⑯⑰で 0.18、0.10ポイント減少していた。女
性では全ての質問で 0.02～0.27ポイント上昇して
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いた。
　以上のことから、「マンガ」に関しては、全体
的に見ても、男女別に見ても、前回よりもマンガ
を読むことへの興味が多少減少してきていること
が、前々回よりも多少増加していることがわかる。
前回の調査報告は 2014年度と 2015年度のデータ
を合わせて分析しているので、各年度ごとに見て
みると経年ごとの変化が見られるかもしれない。
これは「アニメ」と「活字本」についても同じこ
とが言える。来年に調査をすると 5年間の継続
データが得られるので、そこで検討する予定にし
ておく。「アニメ」に関しては、前々回よりも前
回の方が、前回よりも今回の方がポイントが増加
している点から、アニメを見ることへの興味が増
加してきていると言えそうである。これは「マン
ガ」や「活字本」のアニメーション化が大きく影
響をしていると思われる。最近も数々のアニメー
ション作品が発表されているが、そのほとんどに
原作本が「マンガ」や「活字本」に存在すること
からも、その傾向がうかがえる。「活字本」に関
しては、全体と女性の結果を見ると、前々回、前
回よりもポイントが上がっているが、男性では反
対にポイントが下がっている。これは、調査対象
の数のバランスの問題を反映していると思われる。
つまり女性の方が活字本への興味が増しているた
めに、全体的にもポイントが増加したと考えられ
る。この傾向を維持するために何らかの対策を何
か考えておく必要があると思われる。男性のポイ
ントは、前回よりも全てにおいて減少して、前回
よりも一段と活字離れが進んでいるように思われ
るが、前々回と比較してみると、高くなっている
ものもあれば、低くなっているものもあるので、
一概に言い切れないかもしれない。しかし、変化
が見られないことは活字離れ自体が止まっている
ことにはならないから、これに対する対策も考え
る必要がある。例えば、現在も行われていること
であるが、話題になっている「マンガ」や「アニ
メ」の活字化を勧めるのも一つの対策と考えられ
る。さらに活字に触れさせる時間をどのように増
やしていくのかも考えていく必要がある。幼児期
から児童期にかけての「読み聞かせ」などを増や
すことが、活字本に興味を持たせるのにどれほど
の効果や影響があるのかを調査する必要もあると
思われる。これは今後の課題として挙げられるで
あろう。
　第 2部のアンケート調査結果の一部を表 2～表
4に示す。表 2は、反応数が上位 15位までの「マ
ンガ作品の題名と反応数」を示している。
　「マンガ」についてみてみると、全体で上げら
れた作品数（以下総反応数とする）は 1,764個で、
実際の作品数（以下総作品数とする）は 449作品
であった。調査対象者が 600人であるから、一人
が平均 2.94作品を挙げている。上位 15作品で反
応率は 37.4％と全体の 3分の 1強を占めている。
第 1位の「アオハライド」は、前回の調査（小池、
2016）では第 2位、前々回の調査（小池、2014）
では第 8位だった。どちらでもベストテンに入っ
ており、その人気は衰えることなく続いていると
考えられる。第 2位の「ワンピース」は、前回、前々
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表２　マンガ作品の題名と反応数
No. 題名 反応数 反応率（％）
1 アオハライド 87 4.93
2 ワンピース 84 4.76
3 Orange 67 3.80
4 ストロボエッジ 48 2.71
5 ナルト 47 2.66
6 ハイキュー 45 2.55
7 進撃の巨人 41 2.32
8 銀魂 37 2.10
9 君に届け 31 1.76
10 黒子のバスケ 31 1.76
11 ダイヤの A 30 1.70
12 名探偵コナン 29 1.64
13 東京喰種 28 1.59
14 メジャー 28 1.59
15 スラムダンク 27 1.53
総反応数 1,764
総作品数 449
回とも第 1位であり、これも「アオハライド」と
同じく人気は続いていることがわかる。前回、前々
回では挙げられていなくて、今回挙げられている
ものは、第 3位の「Orange」，第 13位の「東京
喰種」の二つであった。反対に、前回、前々回で
挙げられていたけど、今回は挙げられなかったも
のは、「君に届け」、「今日、恋をはじめます」の
二つであった。「Orange」と「東京喰種」以外の
作品は、「アオハライド」「ワンピース」と同様に
人気が続いている作品である。これには、作品が
いまだに連載されていることと、作品の実写化や
アニメ化を含めた「映像化」が大きく影響してい
るものと考えられる。実際、上位 15位のマンガ
作品は「アニメ化」されていることもあり、相乗
効果をもたらしていることが考えられる。
　表 3は、反応数が上位 15位までの「アニメ作
品の題名と反応数」を示している。
　「アニメ」についてみてみると、総反応数は 1,914
個で、総作品数は 341作品であった。調査対象者
が 600人であるから、一人が平均 3.19作品を挙
げている。上位 15作品で反応率は 39.6％を占め
ている。総反応数は「マンガ」よりも多く、総作
品数は「マンガ」よりも少ないことから、特定の
作品に集中していることがわかる。第 1位の「名
探偵コナン」は前回が第 3位、前々回が第 2位、
第 2位の「ドラえもん」は前回が第 2位、前々回
が第 3位、第 3位の「クレヨンしんちゃん」は前
回が第 4位、前々回が第 6位、第 4位の「ワンピー
ス」は前回、前々回とも第 1位、第 5位の「サザ
エさん」は前回が第 5位、前々回が第 4位と、い
ずれも上位を占めていた。アニメ作品の定番と言
えるであろう。子どもの頃から放映されていた番
組でもあり、長く見続けられている作品といえる。
第 7位に「塔の上のラプンツェル」、第 11位に
「アナと雪の女王」、第 12位に「トイストーリー」、
第 15位に「モンスターズインク」とディズニー
映画が挙げられている。上位 15位には入ってい
ないけれども、ジブリ系のアニメ映画もいくつか
挙げられている。テレビ放映されているアニメと
共に、ディズニー系アニメ映画とジブリ系アニメ
映画は定番と言えるであろう。
　表 4は、反応数が上位 15位までの「活字本作
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表３　最近見たアニメ作品の反応数
No. 題名 反応数 反応率（％）
1 名探偵コナン 84 4.39
2 ドラえもん 75 3.92
3 クレヨンしんちゃん 73 3.81
4 ワンピース 68 3.55
5 サザエさん 61 3.19
6 銀魂 59 3.08
7 塔の上のラプンツェル 49 2.56
8 ハイキュー 49 2.56
9 ちびまる子ちゃん 48 2.51
10 おそ松さん 39 2.04
11 アナと雪の女王 34 1.78
12 トイストーリー 33 1.72
13 アンパンマン 30 1.57
14 メジャー 28 1.46
15 モンスターズインク 28 1.46
総反応数 1,914
総作品数 341
表４　最近読んだ活字本の反応数
No. 題名 反応数 反応率（％）
1 告白 24 1.97
2 図書館戦争シリーズ 24 1.97
3 植物図鑑 22 1.80
4 永遠の 0 16 1.31
5 ハリーポッターシリーズ 15 1.23
6 流星の絆 15 1.23
7 神様のカルテ 14 1.15
8 スイッチを押すとき 13 1.06
9 王様ゲーム 12 0.98
10 こころ 12 0.98
11 塩の街 12 0.98
12 カラフル 11 0.90
13 プラチナデータ 11 0.90
14 星の王子さま 11 0.90
15 レインツリーの国 11 0.90
総反応数 1,221
総作品数 641
品の題名と反応数」を示している。
　「活字本」についてみてみると、総反応数は 1,221
個で、総作品数は 641作品であった。調査対象者
が 600人であるから、一人が平均 2.04作品を挙
げていることになる。上位 15作品で反応率は
17.0％を占めている。上位 15作品の合計反応率
が全体の 2割に届かないことは、挙げられる作品
が人それぞれで異なっていることが原因であると
思われる。総作品数は「活字本」の方が「マンガ」
「アニメ」よりも 200～300ほど多い 641作品なの
に、総反応数は 500～700ほど少なくなっている。
これは同じ作品ではなく、多様な作品が読まれて
いることを示している。「活字本」作品に関する
興味関心が拡散している傾向を示していると思わ
れる。また、前回、前々回にも指摘していたが、
今回も小説の映像化（アニメ化、映画化、ドラマ
化など）が大きな影響を及ぼしていると考えられ
る。第 1位の「告白」から第 9位の「王様ゲーム」
までは全て映像化されている。この映像化が読書
傾向に影響を及ぼしているとするならば、活字離
れを抑止する効果のある対策となるかもしれない。
今回の上位 5番目までは前回とほとんど同じであ
ることと、第 10位の「こころ」と第 14位の「星
の王子さま」も古典的名作として前回、前々回に
も登場していることなどから、青年期の読書傾向
はそれほど大きく変化をしていないと言える。新
作は出ているであろうが、これまで読まれ続けて
いる作品を読むことの方が多いのであろう。
　全般的に、大学生・短大生は、「マンガ」を読
むのが好きで、「アニメ」を見るのも好きで、活
字本を読むのはどちらとも言えないが、読む「マ
ンガ」や見る「アニメ」、読む「活字本」の傾向
に大きな変化はない、と言える。
　「マンガ」「アニメ」「活字本」のそれぞれにつ
いて、「読むのが好き」もしくは「見るのが好き」
いう質問に「とても当てはまる」「やや当てはま
る」と答えた評価 4以上の回答者の群（以下「好
む群」とする）と「全く当てはまらない」「あま
り当てはまらない」と答えた評価 2以下の回答者
の群（以下「好まない群」とする）の 2群に分け
て、それぞれについての各作品平均反応数と他 2
つのものを「好むか」について分析してみた。
　表 5は、「マンガを読むのが好き」の質問の答
えを基準として「アニメを見るのが好き」「活字
本を読むのが好き」の平均評価ポイントと、「マ
ンガ作品」「アニメ作品」「活字本作品」の平均反
応数を示している。「マンガを読むのが好きだ」
という質問に対して「当てはまる」と答えた「好
む群」は 600名中 406名と 67.7％を占めていて、
平均評価ポイント（SD）は 4.61（0.49）、「当て
はまらない」と答えた「好まない群」は 110名で
18.3％、平均評価ポイントは 1.56（0.50）であった。
「好む群」は「好まない群」の約 4倍弱であるこ
とから、大学生・短大生が「マンガを読むのが好
きである」ことがわかる。「好む群」と「好まな
い群」の平均評価ポイントの差は 3.05であり、
この差は t検定の結果有意な差が認められた（t
＝44.80、p＜0.01、df＝514）。「アニメを見るのが
好き」という質問への平均評価ポイント（SD）は、
「好む群」が 3.95（1.17）、「好まない群」が 2.49
（1.32）であった。平均反応数（SD）を見ると、「好
む群」が 3.50（1.75）、「好まない群」が 2.25（1.96）
であった。「活字本を読むのを好む」という質問
への評価ポイントは（SD）は、「好む群」が 3.43
（1.32）、「好まない群」は 2.23（1.27）であった。
平均反応数（SD）では「好む群」が 2.31（1.99）、
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表５　 「マンガを読むのが好き」を基準とした「アニメを
見るのが好き」と「活字本を読むのが好き」の評
価と反応
マンガ（基準） アニメ 活字本
問 1 反応数 問 7 反応数 問 13 反応数
好 む 群
M 4.61 3.74 3.95 3.50 3.43 2.31
SD 0.49 1.52 1.17 1.75 1.32 1.99
N 406 1,517 406 1,420 406 936
好まない群
M 1.56 0.94 2.49 2.25 2.23 1.29
SD 0.50 1.51 1.32 1.96 1.27 1.69
N 110 103 110 248 110 142
「好まない群」が 1.29（1.69）であった。評価ポ
イントを検定した結果、有意な差が認められた
（アニメ：t＝9.93、p＜0.01、df＝514、活字本：t
＝8.27、p＜0.01、df＝514）。これは、「マンガを
読む」ことを好む者たちは「アニメを見る」こと
も、「活字本を読む」ことも「好む」ことを示して、
「マンガを読む」ことを好まない者たちは、マン
ガほどではないが、やはりそれほど「好まない」
ことを示している。
　前回の結果（小池、2016）と比べてみると、基
準であるマンガの平均評定ポイントはほとんど変
わっていない（「好む群」で 0.02、「好まない群」
で 0.03ポイントの減少）。「アニメ」「活字本」の
いずれにおいてもそれほどの変化は見られていな
い（「アニメ」の「好む群」で 0.17、「好まない群」
で 0.14、「活字本」の「好む群」で 0.12、「好まな
い群」で 0.02ポイントの上昇）。「マンガを読む
のが好き」の質問に対して、「その通り」と答え
た者と、「そうではない」と答えた者の評価と、
「アニメ」と「活字本」に対する態度はほとんど
前回と同じであり、前述の通り、「マンガを読む」
ことを好む者たちは「アニメを見る」ことも、「活
字本を読む」ことも「好む」ことを示して、「マ
ンガを読む」ことを好まない者たちは、マンガほ
どではないが、やはりそれほど「好まない」と言
えるであろう。
　表 6は、「アニメを見るのが好き」の質問の答
えを基準にした「マンガを読むのが好き」「活字
本を読むのが好き」の平均評価ポイントと、「マ
ンガ作品」「アニメ作品」「活字本作品」の平均反
応数を示している。「アニメが見るのが好き」の
質問に対して「当てはまる」と答えた「好む群」
は 600名中 353名で 58.8％を占めていて、平均評
価ポイント（SD）は 4.31（1.03）、「当てはまら
ない」と答えた「好まない群」は 130名で
21.7％、平均評価ポイント（SD）は 1.54（0.50）
であった。「好む群」は全体の約 60％、「好まな
い群」の約 2.7倍を占めていることから、大学生・
短大生は「アニメを見るのが好きである」と言え
る。「好む群」と「好まない群」の平均評価ポイ
ントの差は 2.99であり、検定の結果有意な差が
認められた（t＝43.45、p＜0.01、df＝481）。「マ
ンガを見るのが好き」という質問への平均評価ポ
イント（SD）は、「好む群」が 4.31（1.03）、「好
まない群」が 2.86（1.41）であり、平均反応数（SD）
は、「好む群」が 3.44（1.78）、「好まない群」が 2.09
（1.87）であった。「活字本を見るのが好き」とい
う質問への平均評価ポイント（SD）は、「好む群」
が 3.45（1.35）、「好まない群」が 2.55（1.30）で
あり、平均反応数（SD）は、「好む群」が 2.22
（1.95）、「好まない群」が 1.79（1.93）であった。
平均評価ポイントの検定結果、有意な差が認めら
れた（マンガ：t＝9.94、p＜0.01、df＝481、活字
本：t＝6.29、p＜0.01、df＝481）。これは、「アニ
メを見る」ことを好む者たちは「マンガを読む」
ことも、「活字本を読む」ことも「好む」ことを
示している。「アニメを見る」ことを好まない者
たちの平均ポイントを見ると、「マンガ」では
1.32、「活字本」では 1.01高いポイントを示して
いる。これはアニメを見るのは好きではないが、
マンガや活字本を読むのはそれほどでもないこと
を示していると考えられる。これらの結果から、
「アニメを見るのが好き」という大学生・短大生は、
アニメを見るのが好きで、活字本を読むのもどち
らかと言うと好きであり、「アニメを見るのが好
きでない」大学生・短大生も、アニメを見るより
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表６　 「アニメを見るのが好き」を基準とした「マンガを
読むのが好き」と「活字本を読むのが好き」の評
価と反応
マンガ（基準） アニメ 活字本
問 1 反応数 問 7 反応数 問 13 反応数
好む群
M 4.31 3.44 4.53 3.78 3.45 2.22
SD 1.03 1.78 0.50 1.57 1.35 1.95
N 353 1,215 353 1,336 3.53 784
好まない群
M 2.86 2.09 1.54 2.12 2.55 1.79
SD 1.41 1.87 0.50 1.99 1.45 1.93
N 130 272 130 275 130 233
もマンガや活字本を読むのは好きなのであろう、
ということが言えるであろう。
　前回の結果（小池、2016）と比べてみると、基
準となる「アニメ」の平均評価ポイントは、「好
む群」で 0.03ポイント上昇しているが、「好まな
い群」は変化していない。「マンガ」「活字本」の
ポイントは、「好む群」では「マンガ」で 0.1、「活
字本」で 0.09ポイント上昇し、「好まない群」で
は「マンガ」で 0.25減少し、「活字本」で変化が
なかった。これらのことから、「アニメ」を基準
とした「好む群」では、「アニメを見る」「マンガ
を読む」「活字本を読む」のいずれも好きである
ことがわかり、「好まない群」では、「マンガを読
むことがどちらかと言うと好まれなくなってきて
いる」ことが言えるであろう。活字本に関しては
変化がなく、あまり好まれないことが続いている
ようである。
　表 7は、「活字本を読むのが好き」の質問の答
えを基準にした「マンガを読むのが好き」「アニ
メを見るのが好き」の平均評価ポイントと、「マ
ンガ作品」「アニメ作品」「活字本作品」の平均反
応数を示している。「活字本を読むのが好き」の
質問に対して「当てはまる」と答えた「好む群」
は 600名中 266名で 44.3％を占めていて、平均評
価ポイント（SD）は 4.44（0.50）、「当てはまら
ない」と答えた「好まない群」は 192名で 32％、
平均評価ポイント（SD）は 1.41（0.49）であった。
「好む群」は前回よりも 4％ほどの増加、「好まな
い群」は前回よりも約 3％の減少を示しており、
その差も約 12％と前回の 2倍ほどになっている
ことから、活字本を読むことが好きな者が増えて
いると思われる。この原因として考えられること
の一つが、先ほどの述べたように、映像化された
作品のノベライズ化があるかもしれない。今回の
結果から、「活字本を読むのが好き」な大学生・
短大生が増えてきていると言ってもよいかもしれ
ない。しかし、「好まない群」の平均評価ポイン
トが 1.41ということを踏まえて考えると、活字
本を読む者は進んで読むのだけれども、読まない
者はまったく読まないという二極化現象を示して
いるとも言える。これは平均反応数からも見て取
れる。読まない者にどのようにすれば読ませるよ
うなるのかがこれからの課題でなる。「好む群」
と「好まない群」の平均評価ポイントの差は 3.03、
検定の結果有意な差が認められた（t＝64.94、p＜
0.01、df＝456）。「マンガを見るのが好き」という
質問への平均評価ポイント（SD）は、「好む群」
が 4.29（1.06）、「好まない群」が 3.20（1.42）で
あり、平均反応数（SD）は、「好む群」が 3.48
（1.79）、「好まない群」が 2.30（1.99）であった。
「アニメを見るのが好き」という質問への平均評
価ポイント（SD）は、「好む群」が 3.97（1.19）、
「好まない群」が 3.12（1.35）であり、平均反応
数（SD）は、「好む群」が 3.54（1.77）、「好まな
い群」が 2.79（1.96）であった。平均評価ポイン
トの検定結果、有意な差が認められた（マンガ：
t＝8.98、p＜0.01、df＝456、アニメ：t＝6.95、p
＜0.01、df＝456）。これは「活字本を読む」こと
が好きな者たちは、「マンガを読む」ことも「ア
ニメを見る」ことも「好む」ことを示している。
「活字本を読む」ことを「好まない」者たちの「マ
ンガを読むことが好き」と「アニメを見ることが
好き」という平均評価ポイントはいずれも 3ポイ
ント代であることから、どちらかとも言えない、
つまり好きでも嫌いでもないということかもしれ
ない。
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表７　 「活字本を読むのが好き」を基準とした「アニメを
見るのが好き」と「マンガを読むのが好き」の評
価と反応
マンガ（基準） アニメ 活字本
問 1 反応数 問 7 反応数 問 13 反応数
好む群
M 4.29 3.48 3.97 3.54 4.44 3.26
SD 1.06 1.79 1.19 1.77 0.50 1.74
N 266 925 266 942 266 866
好まない群
M 3.20 2.30 3.12 2.79 1.41 0.73
SD 1.42 1.99 1.35 1.96 0.49 1.27
N 192 442 192 536 192 141
　前回の結果（小池、2016）と比較してみると、
基準となる「活字本」の平均評価ポイントは、「好
む群」では 0.03上昇し、「好まない群」では 0.07
ポイント減少している。「マンガ」「アニメ」のポ
イントは、「好む群」では「マンガ」で 0.11、「ア
ニメ」では 0.13減少していて、「好まない群」で
は「マンガ」で 0.20減少し、「アニメ」では 0.16
上昇している。「活字本を読む」ことが好きだと
思う者はわずかだが増えていて、そうでない者は
若干減少していると思われる。「活字本を読むの
が好き」な者は、「マンガ」に関して「好む群」
も「好まない群」も減少していることは、マンガ
との接触が減ってきているのかもしれない。活字
への接触がそうさせているかもしれないが、さら
なる検討が必要であろう。「アニメ」に関しては、
「好む群」が減少し、「好まない群」が上昇したこ
とは、「活字本を読む」のが好きでない者たちが、
「アニメ」に接触することが多くなっていること
を示しているのであろう。
　全体的に見ると、「マンガを読むのが好き」と
認めている者は、アニメを見ることはすきであり、
活字本を読むこともどちらかと言うと好きである
こと、そうでない者は、「アニメを見る」のも「活
字本を読む」のもどちらとも言えないことがわか
る。「アニメを見るのが好き」と認めている者は、
マンガを読むが好きであり、活字本を読むことも
どちらかというと好きであること、そうでない者
は、「マンガを読む」のも、「活字を読む」のもど
ちらとも言えないことがわかった。「活字本を読
むのが好き」と認めている者は、「マンガを読む」
のも「アニメを見る」のも好きであり、そうでな
い者は、「マンガを読む」のも、「アニメを見る」
のもどちらか言えば好きであることがわかった。
　前回の結果（小池、2016）と比べてみると、全
体的には同様の結果が導き出されたと考えられる。
大学・短大の学生は、半数から半数以上の者が
「マンガを読む」ことと「アニメを見る」ことが
好きであると認めていること、「活字本を読む」
ことが好きであると認めている者が約 45％に
なったことは、大学生の活字離れが多少は緩和さ
れてきたのかもしれない。また「マンガ」と「活
字本」の関係について「マンガ好き→活字本好き」
ではなく、「活字本好き→マンガ好き」と考える
ことが必要かもしれない。そこに「アニメ」（（映
像化を含む）がどのようにかかわるのかをこれか
らも検討していく必要があると考える。
　青年期の被験者だけでなく、幼児期や児童期の
被験者にも同じような調査をすることで発達的な
変化を見ることも必要であろう。2013年度から
始めた調査が来年で 5年経過することからも、一
連の調査結果の経年変化を分析してみることで、
詳細な状況が理解できるかもしれない。さらなる
調査研究が必要と思われる。
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